[bookmark: _GoBack]立てきった障子 (しょうじ)にはうららかな日の光がさして、嵯峨 (さが)たる老木の梅の影が、何間 (なんかん)かの明 (あかる)みを、右の端から左の端まで画の如く鮮 (あざやか)に領している。元浅野 (あさの)内匠頭 (たくみのかみ)家来、当時細川家 (ほそかわけ)に御預り中の大石 (おおいし)内蔵助 (くらのすけ)良雄 (よしかつ)は、その障子を後 (うしろ)にして、端然と膝を重ねたまま、さっきから書見に余念がない。
